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会社紹介

株式会社
セブン－イレブン・ジャパン

国内店舗数
21,323店 (2022年1月末時点)

チェーン全店売上
4兆9527億円（2022年2月期）
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取り巻く環境の変化

企業活動は、様々な環境の変化に配慮が必要な時代

価値ある
商品・サービスの提供

気候変動

生態系への影響環境汚染

人権問題
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当社グループ 新中期経営計画

常にお客様の立場に立って、新たな体験価値を提供

いま求められる『食』への挑戦

グループ食品戦略
➤首都圏スーパーマーケット連携強化

➢グループ商品の開発強化

次の『便利』の扉を開く

国内CVS事業戦略
➤再成長軌道への回帰

・商圏の掘り起こし：個店・立地別対応

・加盟店との関係性強化

DX・金融戦略
➤ラストワンマイル配送プラットフォームの構築

➤テクノロジーの活用による生産性の向上

新たな『成長領域』への挑戦

海外CVS事業戦略
➤グループ成長のメインドライバーへ

・北米：Speedwayとの統合シナジー発揮

・グローバルブランドとしての価値向上

豊かな『生活拠点』の創出

大型商業拠点戦略
➤商圏に合わせた拠点の価値

向上

➤非店舗の収益拡大

お客様接点の拡大

➤7Rewards・CRMによるLTVの向上

➤7NOW(デリバリー)の拡大

➤7Wallet(デジタル決済)の拡大

➤7iDを軸としたグループCRMによるLTVの向上

・ポイント戦略の強化、新たな決済体験の提供

・金融サービスの強化

ラストワンマイルへの挑戦

顧客基盤

国内1日あたり 2,240万人北米1日あたり 650万人

コーポレートガバナンスの更なる強化/経営戦略と連動した人財政策

サステナブル経営
企業の持続的成長と持続可能な社会の両立

成長を目指す戦略 深化を目指す戦略
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７つの重点課題

高齢化や人口減少により、お客様に不便を抱える世帯が増加しています。
そこで移動販売や商品配達など、お客様に寄り添う取り組みを通して住みやすい社会づくり
を推進します。

信頼性の高い原材料の仕様や添加物の低減など、お客様の健康に配慮した商品を開発す
るとともに、多くの方が関心を寄せる栄養成分表示など、安全・安心の提供に努めています。

お店の運営には多くの環境負荷がともないます。そこでCO２排出量の削減やプラスチック対
策、食品ロス・食品リサイクル対策など様々な側面から負荷を低減、循環経済社会を推進
しています。

様々な価値観の違いを理解し、シニア・外国籍や障害のある方などの就業や子育てと仕事
の両立支援など、多様な人々が活躍できる社会の実現を目指しています。

多様な働き方を支援し、働きがいとともに働きやすい職場を目指しています。加盟店において
も働きやすい環境整備を進めており、先進的な技術の実証実験にも取り組んでいます。

あらゆる社会課題の解決に向けた商品やサービスの提供に取り組んでいます。またお客様や
地域社会との対話や協働を通じ、エシカルな社会づくりを進めています。

原材料の調達からお客様のもとに商品が届くまでのすべてのプロセスにおいて、様々なステー
クホルダーとともに人権・環境に配慮し、持続可能な社会の実現を目指します。

お客様とのあらゆる接点に通じて
地域・コミュニティとともに
住みやすい社会を実現する

安全・安心で健康に配慮した
商品・サービスを提供する

地域環境に配慮し、
脱炭素・循環経済・自然と
共生する社会を実現する

多様な人々が活躍できる
社会を実現する

グループ事業を担う人々の
働きがい・働きやすさを向上する

お客様との対話と協働を通じて
エシカルな社会を実現する

パートナーシップを通じて
持続可能な社会を実現する

＜セブン－イレブンでやっていること＞
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環境宣言 「GREEN CHALLENGE 2050」

グループとして、2050年までに目指す姿を宣言

CO2排出量削減 プラスチック対策 食品ロス
食品リサイクル対策 持続可能な調達
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SDGsは自社だけでは達成できない

行政

加盟店

メーカー

生産者お客様

地域社会

あらゆるステークホルダーと共に達成を目指しています

イメージ

イメージ

イメージ

イメージ
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JGAP認証
ASIAGAP認証 有機JAS認証

持続可能な調達の一例生産者様

地域連携、グループシナジーを活かし持続可能な調達を実現

商品本部の地区MD統括部が、包括
連携協定などを活用し、地元食材を
使ったオリジナル商品を開発。

イトーヨーカドーの「顔が見える
野菜。」を品揃え。食の安全や
生産者の労働保全などに配慮。

■地産地消 ■顔が見える野菜。
イメージ
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長鮮度商品の開発

22年度より48時間以上の販売鮮度比率の拡大へ方針変更

技術革新により 味・品質を担保しつつ長鮮度商品を拡大

メーカー

サンドイッチチルド弁当 スパゲティ・パスタ 食事サラダ

2018~2009~

＋24時間＋8時間＋12時間＋24時間

2011~

＋48時間

2019~

カップデリ

＋24時間

寿司

2019~ 2020~

2019年秋 2021年5月

70.9％ 85.9％

※長鮮度商品：24時間以上の販売鮮度がある中食商品のアイテム数比率 (首都圏実績)
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セブンプレミアムの取り組みメーカー

サラダチキンの余った部位を
チキンバーの材料に使用。

北海道契約農家から規格外
のじゃがいもも全量買い取り。
また、雪氷貯蔵により、電気
使用を極力削減。

■サラダチキン ■さばの味噌煮 ■ポテトサラダ

脂身の多い部位を味噌煮に、
それ以外をみぞれ煮に使用。

調達した食材を余すことなく使用することで食品ロスを削減

雪氷貯蔵

イメージ



12

特定関係者限り

HACCP・アレルギー対応メーカー

■HACCP ■アレルギー対応

店舗にiPadを配備。3/20よりHACCPの
項目をデジタルデータにて確認可能。

生産工場では、ソフトとハードの両面での
環境を整備し、継続的なリスク低減を実現。

加盟店

集合研修
表示作成

システム導入

ラベル照合機の導入

作業割当
HACCP

レ

レ

レ

HACCP記録

店舗衛生管理記録表
(記録)

イメージ

イメージ
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てまえどり

2021年6月、各省庁と日本フランチャイズチェーン
協会が連携してスタート。お客様と一緒に課題解
決する食品ロス削減推進策。
2022年新語・流行語大賞トップ10選出。

お客様 行政

29都道府県でオリジナル「てまえどり」POP展開（2022年5月時点）
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エシカルPJ・賢者のレシピ

消費期限の近い商品にシールを貼り、
お客様が電子マネーnanacoで購入さ
れると、5%分のポイントを付与する
取り組み。

お客様 加盟店

上智大学やタサン志摩さんと連携し、
「たいせつに、おいしく、かしこく、ムダなく使っ
て食べる」をコンセプトに考えられたレシピ。
食材のほとんどはセブンプレミアムを使用。

■エシカルプロジェクト ■賢者のレシピ
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未来世代への食育プログラム

学校等に出向いて地域の未来世代を支援する活動

【静岡県磐田市】

幼稚園児の
収穫体験イベント

【福島県福島市】

食品ロス対策の
出張授業

お客様 行政
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誇りをもって

社是
私たちは、お客様に信頼される、誠実な企業でありたい。
私たちは、取引先、株主、地域社会に信頼される、誠実な企業でありたい。
私たちは、社員に信頼される、誠実な企業でありたい。

株式会社セブン－イレブン・ジャパン

お客様の
暮らしになくてはならない
信頼される
誠実な企業でありたい


